
 

 

苦みを有するユウガオ中のククルビタシンの分析事例と 
部位による含有量の偏り 
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令和元年度及び令和 2 年度に長野県内で苦味の強いユウガオによる食中毒事例が相次いで発生した 1),2),3)．
事例については行政において事例整理が進められている．当研究所では苦味の強いユウガオ及びその調理品
中のククルビタシンＢ及びＤの分析を検討したので内容について報告する．  

残っていた未調理のユウガオ（果実）及び喫食残渣の調理品からはククルビタシンＢが検出され，未調理
のユウガオ（果実）からはククルビタシンＤの微量ピークも認められた．  

また，食中毒事例の際に入手した苦味の強いユウガオ（果実）及び試験栽培したユウガオ（全草）を用い
て，ククルビタシン類の分析を行ったところ，ユウガオの部位によってククルビタシン類の含有量に顕著な
偏りが認められた． 

 
キーワード：ユウガオ，ククルビタシン，HPLC 
 
1 はじめに 

 
きゅうりやユウガオなどのウリ科植物は広く食用

として栽培されているが，ウリ科植物のなかには苦
味成分であるククルビタシン類が含まれていること
が知られている 4),5)．ククルビタシン類はククルビ
タシンＢ，ククルビタシンＤ，ククルビタシンＥな
どが知られているが，このククルビタシン類を多量
に含むウリ科植物を喫食することで腹痛，下痢，嘔
吐などの症状を引き起こすケースがあり 6)，全国で
食中毒事例が報告されている 7),8),9),10)． 

長野県においても，苦味の強いユウガオが原因の
食中毒事例が令和元年度に 2 例，令和 2 年度に 1 例
発生した．この食中毒事例の際に入手した苦味の強
いユウガオ及びその調理品について，ククルビタシ
ンＢ及びＤの定量検査を行った結果を報告する．  

通常はユウガオの果実に強く苦みを感じるほどク
クルビタシン類が多量に含まれていることはなく，
苦味が強まるメカニズムなどは不明な点が多い．ウ
リ科植物は一般的に根など様々な部位にククルビタ
シン類を含んでいるとの報告 4),5)があることから，
ユウガオにおけるククルビタシン類含有量の偏在性
について知見を得ることを目的として，当研究所敷
地内にある薬草園においてユウガオを試験栽培し，
収穫されたユウガオ（全草）について果実・葉・茎  
 

及び根についてククルビタシンＢ，ククルビタシン
Ｄ及びククルビタシンＥの分析を行った．さらに，
食中毒事例の際に入手した苦味の強いユウガオの果
実について皮，皮～果肉，果肉，胎座（わた），種子
に分けて分析したので報告する．  

 
2 方法 

 
2.1 試薬 
2.1.1 標準品 

標準品として，ククルビタシンＢは東京化成工業
㈱製，ククルビタシンＤ及びククルビタシンＥは
ChromaDex 製のものを用いた． 

それぞれの標準品 2.5 mg をメタノールに溶解し，
5 mL に定容したものを標準溶液（500 µg/mL）とし
た．標準溶液を適宜 50 %メタノールで希釈し，検量
線用混合標準液（0.5 µg/mL～40 µg/mL）とした． 

 
2.1.2 その他の試薬 

メタノール及びアセトニトリルは関東化学㈱製高
速液体クロマトグラフィー用を使用した．  

シリンジフィルターはジーエルサイエンス㈱製
GL クロマトディスク（PTFE 製，孔径 0.45 µm）を
使用した． 
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2.2 試料の調製方法 
2.2.1 検体 

①令和元年度及び令和 2 年度の食中毒事例に際し
て搬入された検体（以下事例品） 

ユウガオ-1 から 3（令和元年度検体）  
ユウガオ-4 から 6（令和 2 年度検体） 

②令和元年度に搬入された喫食残渣（以下調理品） 
③当所で試験栽培したユウガオ（全草）（以下試験

栽培品）の根，茎，葉，果実 
④陰性対照 

県内で栽培された苦味のないユウガオ（果実） 
 

2.2.2 試料調製 
(1) 食中毒事例 

ユウガオ-1 からユウガオ-6 及び陰性対照は果実
を縦方向に切断し半分を均一化して試料とした．  

調理品は全量を均一化し試料とした． 
(2) 試験栽培品 

ユウガオの種子（長野市内で購入）を当研究所薬
草園（図 1）に直播して栽培し，収穫した果実・葉・
茎・根をそれぞれ分析に用いた（図 2）（以下試験栽
培品とする）．茎については全長を測定した後，3 等
分にして根から遠い方から茎（上部）・茎（中部）・
茎（下部）とした．各部位を均一化し試料とした．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) ユウガオ果実におけるククルビタシン類偏在性 
ユウガオ-6の果実を目視により，図3のとおり皮，

皮～果肉，果肉，種子，胎座（わた）に分け，それ
ぞれを均一化し試料とした． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.2.3 抽出方法 

試験溶液の調製法は，吉岡らの報告 7)を参考とし，
図 4 に示すフローで調製した試料から抽出した．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3 測定条件 

調製した試験溶液を用いてククルビタシンＢ，Ｄ
及びＥを高速液体クロマトグラフィー（HPLC）で
測定し，測定条件は以下に示すとおりである．  

 装置：㈱島津製作所  LC-20AD XR 
  カラム：ジーエルサイエンス㈱製 
①Inertsil ODS-3（4.6×150 mm，5 µm） 
  又は 

図 1 当研究所の薬草園（2 区画） 

図 2 栽培ユウガオの果実（左上），葉
（右上），茎（左下），根（右下）  

果肉・胎座 
・種子 
皮～果肉 
皮 

胎座 
種子 
果肉 

図 3 ユウガオ-6 と採取部位 

試 料 5 g （50 mL 遠沈管） 
メタノール 25 mL 

ホモジナイズ （ポリトロン，1 min） 
水 

定 容 50 mL 

遠心分離（3,000 rpm，10 min） 

上澄液 

希 釈（50%メタノール） 

ろ 過（フィルター：孔径 0.45 µm） 

試験溶液 
図 4 試料の分析フロー 
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 ② InertSustain C18（ 4.6×150 mm， 5 µm） 
  カ ラ ム 温 度 ： 40℃  
  移 動 相 ： ア セ ト ニ ト リ ル /水 混 液 （ 1： 1） 
  移 動 相 流 量 ： 1.0 mL/min 
  注 入 量 ： 20 µL  
  検 出 器 ： PDA（ 200-400 nm）  
   測 定 波 長 ： 230 nm 
 事 例 品 及 び 調 理 品 の ク ク ル ビ タ シ ン Ｂ 及 び
Ｄ の 分 析 は ジ ー エ ル サ イ エ ン ス ㈱ 製 Inertsi l  
ODS-3（ 4.6×150 mm，5 µm）で 行 っ た ．し か
し ，Inertsi l  ODS-3 で は ク ク ル ビ タ シ ン Ｅ の ピ
ー ク 形 状 が 不 良 で あ っ た た め ， InertSustain 
C18 に 変 更 し た と こ ろ ， よ り 良 好 な ピ ー ク が
得 ら れ た ．こ の た め ，試 験 栽 培 品 及 び 事 例 品 の
部 位 ご と の 分 析 に つ い て は 上 に 示 す ② の カ ラ
ム に 変 更 し て 分 析 を 行 っ た ．  
 
3 結果及び考察 
 
3.1 事例品及び調理品の分析結果 
 ユウガオ-1 から 6 及び調理品の果実全体を検査し
た結果，いずれもククルビタシンＢの含有が認めら
れ，その含有量は 250 µg/g～960 µg/g であった（表
1）．一方で，ククルビタシンＤは調理品からは検出
されなかったが，事例品のいずれからも分析時の検
量線の範囲外(50 µg/g 以下)ではあるが，保持時間
及び吸収スペクトルが一致したピークが認められた． 

また，牛山らの報告 10)を参考として，薄層クロマ
トグラフィー（TLC）を実施し，事例品及び調理品 

 
 
 

からククルビタシンＢと同じ Rf 値のスポットが認
められた． 
 これまで報告されているウリ科植物による食中毒
事例 7),8),9)でも，74 µg/g～468 µg/g のククルビタシ
ンＢが検出されている．今回の結果は同程度のクク
ルビタシン類の含有が認められたことから，分析し
たユウガオには十分に食中毒を起こし得る量が含有
されていたと考えられる．なお，対照品からはいず
れも検出されなかった（表 1）． 
 
3.2 分析法の検討 
 本分析法は，ククルビタシンＢ，Ｄ及びＥの濃度
として 0.5 µg/mL～40 µg/mL の範囲で直線性が確
認され，S/N の確認により定量下限値（5 µg/g）未
満を不検出（N.D.）とした．また，苦味のないユウ
ガオを用いたククルビタシンＢ，Ｄ及びＥの添加回
収試験（各 20 µg/g）の結果は，平均回収率 103 %
～104 %，CV（%）0.3～1.4（n=3）であった． 
 
3.3 試験栽培品中のククルビタシン類の分析結果  
 試験栽培品の果実・葉・茎（上部）・茎（中部）・
茎（下部）及び根を分析したところ，果実・葉・茎
（上部）・茎（中部）及び茎（下部）ではククルビタ
シンＢ，Ｄ及びＥは検出されなかった．一方で，根
においてはククルビタシンＢ，Ｄ及びＥが検出され，
その含有量はククルビタシンＢが 100 µg/g，ククル
ビタシンＤが 20 µg/g，ククルビタシンＥが 280 µg/g
であった（表 2）． 
 根ではククルビタシンＢ，Ｄ及びＥが検出された
ことから，他のククルビタシン類も含有している可
能性も高いと推測された． 
 
 
 
 

 含有量（µg/g） 
ククルビタ

シンＢ ククルビタ
シンＤ ククルビタ

シンＥ 
果実 N.D. N.D. N.D. 

葉 N.D. N.D. N.D. 
茎（上部） N.D. N.D. N.D. 
茎（中部） N.D. N.D. N.D. 
茎（下部） N.D. N.D. N.D. 

根 100 20 280 

 含有量（µg/g） 
ククルビタシン

Ｂ ククルビタシン
Ｄ 

ユウガオ-1 300 N.D. 
ユウガオ-2 930 N.D. 
ユウガオ-3 540 N.D. 

調理品 250 N.D. 
ユウガオ-4 680 N.D. 
ユウガオ-5 530 N.D. 
ユウガオ-6 960 N.D. 
ユウガオ 
（対照） N.D. N.D. 

表 1  苦味の強いユウガオ及び調理品中の
ククルビタシンＢ及びＤの含有量 

表 2 当所で栽培したユウガオ中のククルビ
タシンＢ，Ｄ及びＥの含有量 
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3.4 ユウガオの果実における部位ごとのククルビ
タシン類分析結果 

 ユウガオ-6 の果実を皮，皮～果肉，果肉，種子，
胎座（わた）の部位ごとに分け，分析を行ったとこ
ろ，ククルビタシンＢ及びＤが検出され，それぞれ
の含有量は皮で 450 µg/g 及び 19 µg/g，皮～果肉で
280 µg/g 及び 13 µg/g，果肉で 250 µg/g 及び 11 
µg/g，種子で 980 µg/g 及び 56 µg/g，胎座（わた）
で 5750 µg/g 及び 160 µg/g であった．いずれの含
有量も果肉が最も低く，胎座（わた）が最も高い結
果となり，その比はククルビタシンＢで約 23 倍，ク
クルビタシンＤで約 15 倍であった（図 5）．一方で，
ククルビタシンＥは検出されなかった． 
 

 
 
 
 

分析は事例品を凍結保存したこと，さらには部位
の境目の判断が難しいため，試料調製において部位
が混在している可能性があり精度に欠けるところは
あるが，部位ごとの含有量に偏在性があることは明
らかであった． 
 
4 まとめ 
 
(1) 食中毒事例の苦味の強いユウガオ及び調理品

について，ククルビタシンＢ及びＤの含有量につ
いて定量検査を実施し，250 µg/g～960 µg/g の
ククルビタシンＢを検出した．また，ククルビタ

シンＤの微量ピークが認められた． 
(2) 試験栽培品を，果実・葉・茎（上部）・茎（中

部）・茎（下部）及び根に分けて分析したところ，
根からククルビタシンＢ（100 µg/g），ククルビ
タシンＤ（20 µg/g），ククルビタシンＥ（280 µg/g）
が検出された． 

(3) 事例品の果実を皮，皮～果肉，果肉，胎座（わ
た）の部位に分け，ククルビタシンＢ及びＤの各
部位における含有量を分析したところ，いずれも
果肉が最も低く，胎座（わた）が最も高い結果と
なった．その含有量の比は，ククルビタシンＢが
約 23 倍，ククルビタシンＤが約 15 倍であった． 
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